平成２２年度
第１回春日井市文化財保護審議会　次第
と　き　平成２２年６月７日（月）
　　　　午後３時から
ところ　市役所９階　教育委員会室
１　教育長あいさつ
２　会長選出及び職務代理者指名
３　議題
　　（１）平成２１年度事業報告について
　　（２）平成２２年度事業計画（案）について
（３）民俗考古展示室及び森浩一文庫について
　　（４）その他
平成２２年度
第１回春日井市文化財保護審議会
と　き　平成２２年６月７日（月）

　　　　午後３時から

ところ　市役所９階　教育委員会室
議題１　平成２１年度事業報告について

〔1〕 文化財保護審議会

	月　　日
	場　　所
	内　　　　　　　　容

	６月10日（水）
	市役所本庁舎
	○協議事項 (１)平成20年度事業報告について

           (２)平成21年度事業計画について

(３)登録有形文化財について

（４）その他

	11月27日（金）
	安城市
	· 視察研修

　　　　　安城市歴史博物館・埋蔵文化財センター、
丈山苑、花岳寺等


〔2〕 文化財保護の啓発

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	文化財ボランティア養成講座（8回）
	市民が文化遺産・伝統文化に愛着を持ち、地域や次世代に継承するため文化財ボランティアを育成し、保護活動や史跡・文化財の啓発を推進した。

５月15日（金）～７月10日（金）　参加者25人

	第11回　内津文化財祭
	豊かな内津の自然と内々神社の文化財を通して歴史を身近に感じ、文化財への愛護意識を育むため、内津文化財祭を開催し、テーマを「まつりを知る」と題して、日本の伝統文化とは何かを目で見て体感する場とした。

　開催日　５月10日(日)

　会　場　内々神社

　参加者　1,100人

	文化財防火デー
	かけがえのない文化財を火災から守り、次の世代へ継承していくために、防火訓練及び指定文化財所蔵寺社の防火査察を実施した。

◇防火訓練　　　実施日　１月20日(水)

場　所　密蔵院

参加者　300人

◇防火査察　　　実施日　１月21日(木)

場　所　観音寺ほか16ヶ所

	｢郷土誌かすがい｣の発行
	郷土史等の調査研究の発表の場とするとともに、市民が郷土の歴史や文化財に親しめるように発行した。

　第68号(平成21年11月１日)　　2,500部発行


	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	郷土館事業
	郷土館茶会
	郷土館を市民にＰＲし、親しめるよう茶会を開催した。

開催日　６、９、11、１，３月　　年５回

各第１日曜日　参加者　　　400人

	
	親子教室
	「竹とんぼを作って遊ぼう」

竹とんぼなどを作り、遊び方の指導を行った。

　開催日　８月１日(土)　　　参加者27人

	
	
	「竹を使って、昆虫を作ろう」

竹を使って昆虫の作り方の指導を行った。

　開催日　８月22日(土)　　　参加者29人

	
	
	「お手玉を作って遊ぼう」

お手玉を作り、遊び方の指導を行った。

開催日　３月13日(土)　　　参加者31人

	考古企画展

「春日井の古代史事始Ⅱ」
	高御堂古墳の発掘調査成果を中心に、弥生時代から古墳時代への墓制の変化について土器等を展示し、解説した。
　開催期間　11月18日（水）～11月29日（日）

　会　　場　文化フォーラム春日井・ギャラリー

　来場者数　2,120人

	民俗企画展

「なつかしの子どものおもちゃ」
	大正から平成の初めまでのおもちゃ約100点を展示し、実際に触って遊ぶことができる体験コーナーを設置した。
　開催期間　２月16日(火)～２月26日(金)

　会　　場　市役所1階市民ホール

　来場者数　2,748人

	第19回ハニワまつり
	市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）とハニワの館に設置した。古代の技術を体験する体験工房（勾玉つくり、ミニハニワづくり）を実施した。

　開催日　10月24日（土）

　会　場　二子山公園

　参加者　9,200人

	第17回春日井シンポジウム

「東海を足元から探るⅡ

～地域の歴史とまつり～」
	第１部は「まつり」をテーマに、第２部は考古学・文献史学の視点から東海地域の特色について検討し、他の地域との比較によって浮かび上がる東海地域の特質について議論を深めた。
　開催日　11月21日(土)・22日(日)

　会　場　市民会館

　参加者　1,050人


	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	東海学セミナー


	歴史･文化に対する市民の関心を一層高めるため、セミナーを開催した。

６月13日(土)　第１回「『壬申の乱・美濃のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆのむら),湯沐邑)』のルーツを考える｣

参加者　　125人

７月11日(土)　第２回「三河国府跡の発見―古代三河国の様相」

参加者　　 97人

７月25日(土)　第３回「朝鮮半島三国時代の馬冑の研究から」　　　　　参加者　　 87人

	森浩一文庫整備
	考古学界の第一人者であり、春日井シンポジウムの関わり

のある森浩一氏より寄贈された図書及び資料を「森浩一文

庫」として公開する準備として、必要な資料整理等を行っ

た。

	民俗・考古展示
	考古･歴史･民俗資料を展示し､郷土学習の場を提供した。
◇郷土館：下街道に関連のある交通・交易資料等を展示

毎月テーマを設定し民俗資料のミニ展示 

◇民俗展示室：昔の農具や生活用具等を展示 

◇四つ建て民家：移築した古民家内に昔の生活用具を展示

◇考古展示室：市内遺跡から出土した遺物を展示

◇ハニワの館：二子山古墳から出土した埴輪等を展示

◇巡回展示：味美ふれあいセンター等において、民俗・考古資料の展示


〔３〕文化財の調査・記録

	事　　業　　名
	事　　　業　　　内　　　容

	民俗・歴史資料の収集及び記録・整理
	衣食住及び生業に関する資料を中心に収集し、整理・記録した。

	民俗聞き取り調査
	松河戸地区の自然に関する風習や伝承の聞き取り調査を行った。

	埋蔵文化財調査

　埋蔵文化財緊急発掘調査及び範囲確認調査
	確認・試掘調査　天王山古墳確認調査、高御堂古墳確認調査、下大留城確認調査、市内開発に伴う確認・試掘調査他

	｢平成21年度市内遺跡調査概要報告書｣の発行
	平成21年度の国庫補助対象事業として実施する天王山古墳などの確認・試掘調査の概要を報告書として発行


〔４〕文化財の保護・保存
	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	指定文化財の保護・保存のための補助
	市内の指定文化財の保護保存のため補助金を交付した。

　〔恒常的な補助〕

　　史跡等環境整備　　　　内々神社庭園始め４件

　　火災報知設備点検　　　密蔵院多宝塔始め５件

　　後継者育成　　　　　　小木田の棒の手始め２件

　〔臨時的な補助〕

　　有形文化財修理　　　　玉野山車からくり始め２件

用具等の修理購入　　　小木田の棒の手始め２件

	郷土芸能伝承事業への補助
	市内の各地に伝わる郷土芸能の後継者育成及び保存伝承に必要な用具等の修理、購入に対し補助金を交付した。

	史跡等清掃委託
	文化財の保存を図り地域に密着した文化財愛護意識を育てるため、古墳等の清掃を地元の町内会等に委託した。

	登録有形文化財の申請
	春日井市玉野町から瀬戸市定光寺町に架かる城嶺橋を登録有形文化財に申請されるよう所有者である愛知県尾張建設事務所に依頼したところ、道路管理上必要な補修工事等を実施する必要があり、その制限がかかる登録有形文化財への申請は行わないとの回答があった。


議題２　平成２２年度事業計画（案）について

◎推進目標

	○市内に残る史跡等の貴重な文化財や地域の伝統的な民俗文化を保護・保存し、次世代に継承する取り組みを推進することにより、広く市民に啓発し、文化財愛護意識を醸成するとともに、活用を図る。
○中央公民館耐震工事に伴い、民俗考古展示室を「調べ」「学び」「体験」できる展示室として再整備するとともに、考古学界の第一人者である森浩一氏より寄贈された図書及び資料を「森浩一文庫」として市民に公開する。


〔１〕文化財保護審議会

	会　　議　　名
	内　　　　　　　　　　容

	文化財保護審議会

　　　　　（委員８名）
	教育委員会の諮問に応じ、文化財の保存･活用について審議･答申をする。あわせて専門家の立場から、文化財の調査･報告をする。


〔２〕文化財保護の啓発

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	文化財ボランティア養成講座
	市民参加による文化遺産・伝統文化の継承の担い手として、文化財ボランティアを育成し、文化財等の調査・保護活動や史跡・文化財の啓発を推進する。また、20・21年度の受講者に対して、ステップ・アップ研修を行う。

	第12回内津文化財祭
	市内に在住する伝統芸能（三味線）奏者による演奏を行うとともに「すみれ塚」の解説や御舞台の公開など行い、内津の文化財について、親しめる場を提供した。

日　時　　　平成22年５月９日(日)

場　所　　　内々神社

参加者　　　800人

	文化財防火デー
	国の重要文化財を始めかけがえのない文化財を火災から守り、次の世代へ継承していくために、防火訓練及び指定文化財所蔵寺社の防火査察を実施する。

　◇防火訓練　　　年1回実施

　◇防火査察　　　年1回実施

	「郷土誌かすがい」の発行
	郷土史等の調査研究の発表の場とするとともに、市民が郷土の歴史や文化財に親しめるように発行する。(年1回発行)

	郷土館事業
	郷土館の活性化を図り、広く市民に知ってもらうため、茶会講座等の文化事業を行う。

· 郷土館茶会　　　　　　　　　年５回開催

· 竹細工、お手玉　　　　　　　年３回開催


	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	考古企画展

民俗企画展
	文化財愛護思想を普及啓発し、文化財への理解を深めるため、考古･民俗･歴史関係の資料を文化財保護強調週間等にあわせて展示する。

	第20回ハニワまつり
	市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）とハニワの館に設置する。あわせて体験工房等を開催する。

　日　時　　　平成22年10月30日(土)

　場　所　　　二子山公園

	第18回春日井シンポジウム
「『万葉集』に歴史を読む」
	第１部は「地域からの発信」をテーマに、第２部は「『万葉集』の諸問題」と題して、万葉集と東海地域のかかわりや万葉集の諸問題について議論する。
　日　時　　　平成22年10月２日(土)・３日(日)

　場　所　　　市民会館

	森浩一文庫整備
	考古学界の第一人者である森浩一氏より寄贈された図書及び

資料を「森浩一文庫」として開設する。

	民俗・考古展示


	中央公民館耐震工事に伴い、民俗考古展示室をリニューアルし、市民の郷土学習の場とする。

　◇郷　土　館：下街道に関連のある交通・交易資料等を展示 

◇民俗考古展示室：再整備し、10月にオープン予定
◇四つ建て民家：移築した古民家内に昔の生活用具を展示
　◇ハニワの館：二子山古墳から出土した埴輪等を展示


〔３〕文化財の調査・記録

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	民俗・歴史資料の収集、整理､保存
	かつて日常で使われていた、衣食住及び生業に関する資料を中心に収集し、整理・記録する。

	民俗聞き取り調査報告書
	市内の自然に関する風習や伝承など聞き取り調査した記録を報告書として22年度・23年度でまとめる。

	埋蔵文化財緊急発掘調査及び範囲確認調査
	区画整理事業等の土木工事で破壊されるおそれのある埋蔵文化財について調査し、記録・保存する。

	出土遺物の整理
	発掘調査によって出土した遺物を整理し、保存する。

	｢発掘調査概要報告書｣の発行
	平成22年度に行った発掘調査の概要をまとめ、報告書として発行する。


〔４〕文化財の保護・保存

	事　　業　　名
	事　　　　業　　　　内　　　　容

	保護保存のための補助事業
	市内の指定文化財、郷土芸能について、その恒常的整備や後継者の育成及び防火設備の点検などに、補助金を交付する。

	史跡等清掃委託
	文化財の保存を図り地域に密着した文化財愛護意識を育てるため、古墳等の清掃を地元の町内会等に委託する。


議題３　民俗考古展示室及び森浩一文庫について
　　中央公民館耐震工事に伴い、民俗考古展示室を再整備し、10月にリニューアルオープンする。また、考古学界の第一人者である森浩一氏より寄贈された図書及び資料を「森浩一文庫」として開設する。
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